
別記              庁舎警備業務仕様書 

 

 

 庁舎警備業務は、この仕様書に定めるところにより実施する。 

 

１ 対象施設 

  警備対象施設は次のとおりとする。なお、この仕様書に定める業務は対象施設毎に実施 

 するものとし、関係書類も各対象施設の長（以下「甲」という。）に提出するものとする。   

(１) 岩手県立総合教育センター 

管理・教育支援相談棟、技術・情報教育棟及び体育館とする。ただし、体育館につい

ては人的警備のみとする。 

(２) 岩手県立生涯学習推進センター 

   庁舎及び附属棟とする。ただし、附属棟については人的警備のみとする。 

 

２  警備方法 

    警備方法は、機械警備・人的警備（常駐警備・巡回警備）の併用とする。 

(１) 機械警備 

ア 受託者（以下「乙」という）は、警備対象物の異常を間断なく監視し、異常事態に

備え得る警備装置を各対象施設に設置しなければならない。 

イ 各対象施設の機械警備感知機器の警備区域数は次のとおりとし、甲と協議のうえ決

定するものとする。 

(ア)  岩手県立総合教育センター   20区域以上 

(イ)  岩手県立生涯学習推進センター 10区域以上 

ウ 前号の警備装置による警備業務は、各対象施設からの警備開始の信号を受信したと

きから始まり解除信号によって終了する。 

ただし、自動火災報知設備、漏電警報設備の作動を関知する警報設備の警備業務は

終日とする。 

エ 乙は、各対象施設に設置した警備装置に関し、正常な機能を維持するために３月に

１回の保守点検を行い、正常作動を確認のうえ機械警備保守点検表（様式１）を甲に

提出すること。 

    警備機器の故障により、作動に異常が生じたときは、遅滞なく警備上の安全処置を

講じなければならない。 

オ 次の各号に掲げる事態が生じたときは、乙は代替警備（巡回による警備の対策）を

講じなければならない。 

(ア)  各対象施設の増改築等により警備装置が作動不能になった場合 

(イ)  受託者又はＮＴＴの都合により、機械警備が不能である場合 

カ 代替警備については、次のとおり行うものとする。 

曜 日 警備時間 警備方法 備  考 

平日 夜間 

細密巡回 

 

 

※ 細密巡回とは、警備範囲内の各

所における火災、盗難等発生要因

を発見し排除すべく細密に各室

内を点検し巡回することをいう。 

昼間（午前） 

土曜日・日曜日 

及び休日 

昼間（午前） 

昼間（午後） 

夜間 



(２) 人的警備 

ア 警備員の業務内容 

(ア)  警備装置の作動及び停止業務 

(イ)  指定された箇所の施錠及び開錠 

(ウ)  指定された順路による対象施設内外の巡視 

イ 警備員の巡視     

  警備員の巡視は概ね次の時間内に行うものとする。 

警備種類 曜日 対 象 施 設 巡 回 時 間 帯 

常駐警備 平日 岩手県立総合教育センター 

岩手県立生涯学習推進 

センター 

6時 30分から 7時 30分までの間 

17時 15分から 19時 15分までの間 

巡回警備 

 

平日 岩手県立総合教育センター 

岩手県立生涯学習推進 

センター 

22時頃 

土曜日、 

日曜日、休日 

10時頃、16時頃、22時頃 

※ １回の巡回時間は、両施設で概ね 40分程度とする。   

(注) 上記表中、「休日」とは、国民の祝日に関する法律（昭和 22年法律第 178号）第

２条及び第３条に規定する日、並びに 12月 29日から 12月 31日及び１月１日から１

月３日をいう。 

ウ 巡視中における主要業務 

(ア)  防犯 

       ａ 構内の門扉の開閉、対象施設内各窓、扉、シャッター等の施錠点検 

       ｂ 電灯の消灯点検 

       ｃ 施設の破損、破壊箇所の有無の点検 

    ｄ 不審者の潜伏及び徘回の有無の点検 

       ｅ 金庫等貴重品の状況点検 

     ｆ 駐車状況の確認 

(イ)  防火 

       ａ 電気器具、ガス栓の締め忘れの点検 

     ｂ 漏水、水道放置箇所の点検 

      ｃ  ストーブ等の火気の後始末の点検 

    ｄ  消火器具の定位置確認 

(ウ)  報告 

巡視後は警備報告書（様式任意）を作成し、翌日の朝までに甲に提出しなければ

ならない。なお、報告項目は、警備の種類、時間、異常の有無（内容）、居残り状

況及び駐車台数等とする。 

   エ 警備員は、警備中一定の被服を着用し、上衣には会社名及び氏名を記載した名札を

つけること。 

オ 警備員は、満 18才以上の者とする。 

カ 警備員は、本書に定める業務内容を十分に行い得る者を配置すること。 

キ 警備員は、すべて身元確実な者とする。 

 

３  異常事態の対処 

    乙は、警備対象物件について、異常を受信したとき、又は警備巡視中に異常事態を発見



したときは、次の処置を講じなければならない。 

(１) 火災の場合は、直ちに消防機関へ通報するとともに、警備員を現場に急行させて適

切な処置を講じ、所要機関へ連絡すること。 

(２) 盗難、その他の異常の場合は、直ちに警備員を派遣し異常内容を確認の上、状況に

より所要機関（各対象施設の緊急連絡先及び所轄警察機関等）へ連絡するなど適切な処

置を講じること。 

 

４ 即応体制の整備 

  乙は、異常事態に直ちに、現場における警備員による事実の確認その他の必要な措置が

講じられるようにするために、必要な数の警備員、待機所（警備員が待機する施設をいう。）

及び車両その他の装備を適正に配置しておかなければならない。 

 

５  緊急連絡先の届出 

   甲は、緊急連絡先となる名簿に連絡順位をつけ、乙に提出するものとする。 

 

６ 鍵等の管理 

(１)  甲が乙に貸与した鍵、及び乙が甲に貸与した鍵等は、それぞれ厳重に管理しなけれ

ばならない。 

(２)  前項の鍵等は、この契約の目的のみに使用し、他の目的に転用又は第三者に貸与若

しくは譲渡してはならない。 

 

７ その他 

本仕様書により定められた機械警備実施中に、各対象施設においてその施設を使用する

場合（途中解除、居残り等）は、使用する日、使用する時間及び使用責任者の職氏名を、

事前に乙に対し連絡するものとする。 



様式１

確認印

点検者職・氏名 印

点検者職・氏名 印

点検者職・氏名 印

点検者職・氏名 印

評価
良　不良

設置位置は正しいか □　 □

確実に固定しているか □　 □

装置・機械に損傷、変形は無いか □　 □

配線相互間、配線・端子間等の接続は確実か □　 □

装置・機械及び配線の整理・整頓は行き届いているか □　 □

□　 □

設置位置は正しいか □　 □

確実に固定しているか □　 □

警備用センサー等に損傷、変形は無いか □　 □

正常な動作機能が保てるよう設置されているか □　 □

保守点検に支障のないよう設置されているか □　 □

□　 □

配線相互間、センサー等の端子と配線間の接続は確実か □　 □

配線は造営物等に確実に固定されているか □　 □

配線保護材（ワイヤプロテクタ等）は規定に従い固定してあるか □　 □

配線の直流抵抗は規定以下に保たれているか □　 □

配線相互間、配線・造営物間の異状接触、接地はないか □　 □

保守点検に支障のないよう配線区分けが施されているか □　 □

□　 □

アラームセンサー・キーボックス等のランプ（ブザー）は正常か □　 □

アラームセンサーと受信機関の応答は正常か □　 □

再ダイヤル、再々ダイヤル機能は正常か □　 □

本電話機の機能に支障を及ぼさないか □　 □

話中、ベル鳴動中 □　 □

□　 □

※　この様式は、機械警備設備の仕様に基づき適宜変更できる。

機械警備保守点検表
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施  設  概  要 

 

１ 岩手県立総合教育センター 

 （１）敷地面積  36,942.10㎡ 

 （２）建物面積   

棟        面積 建築面積（㎡） 延 面 積（㎡） 構  造 

管理・教育

支援相談棟 

管 理 棟 1,402.65  6,004.52  ＲＣ造６階 

教育支援相談棟 550.00  1,100.00  ＲＣ造２階 

技術・情報教育棟 1,201.02  2,464.56  ＲＣ造２階 

体 育 館 849.75  849.75  Ｓ造２階 

そ の 他 の 部 門 343.67  390.17   

合  計 4,347.09  10,809.00   

 

 

２ 岩手県立生涯学習推進センター 

 （１）敷地面積  20,561.74㎡ 

 （２）建物面積     

棟        面積 建築面積（㎡） 延 面 積（㎡） 構  造 

  庁 舎      

 2,447.32  

3,866.96  ＲＣ造、 

一部ＳＲＣ 

３階   附 属 棟  117.34  

  合 計 2,447.32  3,984.30   

 

 



ＲＣ造 ６ Ｆ

ＲＣ造 ２ Ｆ

ＲＣ造 ２ Ｆ

Ｓ　造 ２ Ｆ

発電機室
ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ホール

 Ⅵ　施設の概要

【敷地面積】
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【総合教育センター全体図】

総合教育センター　全景
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生涯学習推進センター

駐車場



■施設面積・定員
階 室　　名 面積(㎡) 定員(人) 階 室　　名 面積(㎡) 定員(人) 階 室　　名 面積(㎡) 定員(人)

 事務室 141.00  セミナーホール 302.50 200  教材編集室１ 11.67 5

 所長室 44.56  郷土文化伝承室 124.21 55  教材編集室２ 11.77 5

 講師控室 44.56  第１和室研修室 49.95 45  教材編集室３ 11.67 5

 ミーティングルーム 49.78 15  第２和室研修室 54.61 54  教材編集室４ 15.31 5

 更衣室（男女） 20.37  水　屋 17.59  セミナーホール調整室 21.72

 倉庫印刷室 29.64  シャワー室（男女） 12.21  器具室 20.05

 保健室 16.85  倉　庫 69.26  倉　庫 19.70

 従業員室 10.91  学習サロン 35.10  演習室 128.11 42

 エントランスホール 176.88  情報センター 54.19  視聴覚機材室 44.54

 ラウンジ 106.90  第１研修室 127.83 72  視聴覚研究室 49.78

 喫茶 132.64 48  第２研修室 94.62 54  教材開発室 58.87

 喫茶厨房 21.85  第３研修室 69.12 30  学習相談室(子育て相談) 83.84

 図書情報資料室 171.15 24  スタジオ 154.72  倉　庫 29.95

 学習相談室 49.35  スタジオ調整室 56.41

敷地面積／20,561.74㎡

建築面積／2,447.32㎡

総床面積／3,984.30㎡　１階：2,229.13㎡　２階：1,060.40㎡　３階：527.99㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＨ階：49.44㎡　　　付帯：117.34㎡

建築構造／鉄筋コンクリート造　　一部鉄骨鉄筋コンクリート造　　３階建

建築工期／起工：平成6年10月13日　　竣工：平成8年1月17日

　　施設の概要
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